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嶺岡山鳥獣保護区特別保護地区の指定（案）について 



議案第１号 

 

嶺岡山鳥獣保護区特別保護地区の指定（案）について 

 

 

別紙のとおり鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律第２９条第１項に

より、嶺岡山鳥獣保護区特別保護地区（面積：８２ヘクタール 存続期間：令和７年１１

月１日から令和１７年１０月３１日まで）を指定する。 
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嶺岡山鳥獣保護区特別保護地区の指定（案）について 

 

１ 内 容 

  別紙「嶺岡山鳥獣保護区特別保護地区指定計画書（案）」のとおり 

 

２ 根拠法令 

  鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律第２９条第１項  

（特別保護地区の指定） 

 

３ 期 間 

  令和７年１１月１日から令和１７年１０月３１日まで 

 

４ 理 由 

当地域は、県内最高峰の愛宕山の南西に位置する嶺岡山鳥獣保護区の中でも、自然が

数多く残され、多種多様な鳥獣の良好な生息地として特に重要な区域と認められること

から、特別保護地区として指定している。 

指定期間が令和７年１０月３１日で終了となるため、新たに令和７年１１月１日から

１０年間の特別保護地区指定を計画したものである。 
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嶺岡山鳥獣保護区特別保護地区の指定計画書（案）  

 

１  特別保護地区の概要  

(1) 特別保護地区の名称  

   嶺岡山鳥獣保護区特別保護地区  

 

(2) 特別保護地区の区域  

   嶺岡山鳥獣保護区内の嶺岡県有林三林班及び四林班  

 

(3) 特別保護地区の存続期間  

   令和７年１１月１日から令和１７年１０月３１日まで（１０年間）  

 

(4) 特別保護地区の指定区分 

   森林鳥獣生息地の保護区 

 

(5) 特別保護地区の指定目的 

   当該地区は、県内最高峰の愛宕山の南西に位置し、全体が森林でスギの人工林及び

スダジイ、タブノキ等の広葉樹林で構成されており、森林資源が豊富なことから優

れた野生鳥獣の生息環境を形成し、ヒヨドリ、ウグイス、メジロ、キジバト等の多様

な鳥獣が生息している。 

   特に、当該鳥獣保護区の中でも、特別保護地区内は、管理された県有林となって

おり自然も数多く残され、多種多様な鳥獣の良好な生息地として特に重要な区域と

なっている。 

   このため当該区域は、嶺岡山鳥獣保護区の中でも特に保護を図る必要がある区域

であると認められることから、鳥獣の保護及び狩猟の適正に関する法律第２９条第

１項に規定する特別保護地区に指定し、当該地域に生息する鳥獣及びその生息地の

保護を図るものである。 

 

２ 特別保護地区の保護に関する指針  

・定期的な巡視を実施する等により静謐な環境の保持を図り、鳥獣の安定的な生息に著

しい影響を及ぼすことのないよう留意する。 
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３ 特別保護地区の区域に編入しようとする土地の地目別面積及び水面の面積 

総面積  ８２ｈa 

 内訳 

 ア 形態別内訳 

   林      野    ８２ｈa    

   農   耕   地         ０ｈa 

   水      面          ０ｈa 

   そ   の   他          ０ｈa 

 イ 所有者別内訳 

   国   有    地      ０ｈa 

   地方公共団体有地    ８２ｈa 

     千 葉 県 有 地        ８２ｈa 

     私   有   地  等         ０ｈa 

公  有  水 面          ０ｈa 

  ウ 他の法令（条例を含む）による規制区域 

   自然環境保全法による地域        ０ｈa 

  自然公園法による地域         ５６ｈa 

      嶺岡山系県立自然公園（普通地域）  ５６ｈa 

   文化財保護法による地域            ０ｈa 

   森林法による地域          ８２ｈa 

    水源かん養・保健保安林      ６８ｈa 

    水源かん養・土砂流出防備保安林  １４ｈa 

 

４ 指定区域における鳥獣の生息状況 

(1) 当該地域の概要 

ア 特別保護地区の位置  当該地域は県内最高峰の愛宕山南西に位置している。 

イ 地形、地質等     温暖多雨で標高２００～４００ｍ内外の丘陵地で起伏 

が多く変化に富んでいる。 

             地質は嶺岡層群 

ウ 植物相の概要     シイ類を主とした広葉樹林とスギの人工林で構成され 

ている。 

エ 動物相の概要     鳥類はヤマドリをはじめとし４３種が確認され、獣類  

はニホンザルをはじめとし９種が確認されている。 

 

(2) 生息する鳥獣類（詳細は別紙一覧） 

ア 鳥類（２４科 ４３種） 

イ 獣類（８科 ９種） 

  

-4-



(3) 当該地域の農林水産物の被害状況  

   ・令和４年度 有害鳥獣捕獲許可件数   ４件  

          加害鳥獣  なし  

          被害作物  なし  

 

・令和５年度 有害鳥獣捕獲許可件数   ４件  

          加害鳥獣  なし  

          被害作物  なし  

 

・令和６年度 有害鳥獣捕獲許可件数   ４件  

          加害鳥獣 なし  

          被害作物 なし  

 

５  鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律第３２条の規定による補償に

関する事項  

  損失補償請求の見込みなし。  

 

６  特別保護地区の指定及び維持管理に関する事項  

  ア 特別保護地区用制札    －本  

  イ 案内板         －基  

  ウ 給水器         －基  

  エ 給餌器         －基  

オ 巣箱          －個  

  カ その他         なし  

 

-5-



鳥類　　２４科　　４３種

科名 種名 科名 種名

キジ科 ヤマドリ ヒタキ科 シロハラ

キジ アカハラ

コジュケイ ツグミ

カモ科 カルガモ ジョウビタキ

○キジバト イソヒヨドリ

ドバト キビタキ

セキレイ科 キセキレイ

ハクセキレイ

カッコウ科 ホトトギス セグロセキレイ

アマツバメ ビンズイ

ヒメアマツバメ ホオジロ

トビ カシラダカ

ノスリ アオジ

カワセミ科 カワセミ クロジ

キツツキ科 コゲラ チメドリ科 ガビチョウ

モズ科 モズ

カケス

ハシボソガラス 科名 種名

ハシブトガラス オナガザル科 ニホンザル

ヤマガラ ネズミ科 ネズミ類の１種

シジュウカラ アライグマ科 アライグマ

ツバメ科 ツバメ イヌ科 タヌキ

ヒヨドリ科 ○ヒヨドリ イタチ科 アナグマ

ウグイス科 ○ウグイス ジャコウネコ科 ハクビシン

エナガ科 エナガ イノシシ科 イノシシ

メジロ科 ○メジロ ニホンジカ

ヨシキリ科 オオヨシキリ キョン

スズメ科 スズメ

アトリ科 カワラヒワ

ホオジロ科

ハト科

サギ科 アオサギ

アマツバメ科

タカ科

カラス科

シジュウカラ科

シカ科

獣類　８科　９種

注）　○　　　… 一般的に見られる鳥獣
アンダーライン… 希少鳥獣に指定された鳥獣
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